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文字を書き進める過程を重視した学習指導の実践

平成 1 7 年度束京学芸大学附属学校研究会プロ ジ ェ ク ト研究Ⅲ

東京学芸大学附属高等学校 荒井 一 浩

東京学芸大学 加藤泰弘

東京学芸大学附属世田谷小学校 ヰ村和弘

東京学芸大学附属竹早中学校 松本貴子

渋谷区立八幡山小学校 水株真由美

1 はじめに 一本研究の位置づけ一

附属学校研究会書写 ･ 書道部会では ､ 平成 1 5 年度 ｢書写 と書道の接続に関する実践的研究 一 行書の習得の あ

り方を中心として -

｣ , 平成 1 6 年度 ｢ 書写 と書道の 一 貫性の あり方に関する研究- 児童, 生徒の毛筆 へ の意識

と表現力を中心 として - ｣ と題 した実践研究を積み重ねてきた ｡ 本研究はそれらの研究成果 を受けて行われたも

の で ある ｡

｢ 書写と書道の接続に関する実践的研究｣ で は､ 中学校国語科書写と高等学校芸術科書道との関連に絞り, 特

に行書の習得を書字速度や要素別習熟度を調査する ことにより比較､ 検討した｡ また､ ｢書写 と書道の 一 貫性の

あり方に関する研究｣ では , 対象を小学校から高等学校段階まで に拡大し, はぼ同 一 条件の設問による毛筆に関

する意識調査を実施, 同時に校種による表現力の差異も調査 , 検討することによ っ て ､ 書写 と書道を取り巻く学

習環境の中で 改善すべ き課題はどこにある のかを明らかにしようと試みた｡

これらの収集されたデ ー

タを分析していく過程で ､
いく つかの課題が見えて きたが , われわれがも

.
っ とも関心

を寄せたの は 書き上げた文字の巧拙をことさら気にする児童, 生徒の 姿である. 字形や組み立て , 全体として

の まとまりな どを意識する者もい るが, 中には, たとえば ｢ はらい｣ な ど､ ,f= だ -

カ所の筆使い にこだわりを持

ち続ける ことで , 学習の目標を見失い , 苦手意識だけが残るとい っ たような事例にも出会っ た ｡ 特に, 文字を獲

得する初期の段階, つ ま.り小学校の段階では ｢毛筆は硬筆の基礎で ある｣ との意識を強く持ち ,
｢ 日常に生きて

働く書写力｣ を育成する ことを学習の最大の 目標に掲げて いた指導者たちにと っ てIま, 目 の 当たりに した児童､

生徒の作品成果主義とも言える こだわ りには驚きを禁じ得なか っ た｡ 毛筆を, 書字能力を高めるために有効な学

習用具ととらえて いたわれわれに対し､ 児童､ 生徒は作品をまとめ ､ 完成するための用具として とらえてい たわ

けで ある｡

そ こで , われわれは書き上げたいわゆる｢作品｣ をもとに指導し, 学習を進め､ 書写力の育成を図 っ て いくとい

う視点から､ 実際に書き進める過程を指導の対象の中心に据えることで , 授業改善を目指すこととしたので ある｡

2 文字を書き進める過程の重視につ いて

前述の通り, 従来の書写の学習指導は ,
｢ 手本｣ を見てそれ に近づけ ｢ 作品｣ として ｢ 完成｣ させ るというプロ

セス の中で行われて きたとい っ てよいだろう｡ ｢ 手本｣ に近づけるための援助として , 書き上げられた ｢作品｣ に

加朱添削が施され, 児童 , 生徒はそれを見て , 次のステ ッ プに進んでいく｡ 加朱添削された もの を意識しながら繰

り返して書く ことによっ て ､ 技術が向上して ｢作品｣ としての完成度が高くな っ て いくという構図である｡

経験を積んだ指導者においては , 書き上げられたものを見れば, どの よう に書き進めたか というその過程が把握

できるという考え方もあろう ｡ それ を踏まえて , 加朱添削等を指導として行 っ て いるのだ､ という声も聞こえてく

るかもしれない ｡
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しかし, こ の構図にはいくつ かの 問題点が存在する｡ まず､ 書き進める過程のあり方を把握しなければならな

いのは , 指導者のみならず､ 学習者が重要であるという ことだ｡ 教えられ ､ 指摘されれば分かる こ とは分かる で

あろうが , も っ とも肝要なの は自らが気づき , 自らがその解決方法を模索するこ とで あろうo そうで なければ,

応用 し､ 転移を図り ､ 日常生活に生きる書写力を育む ことはできまい ｡
そ のためにも､ 学習者自身が書き進める

過程に意識的に注意を払う必要がある ｡

次に ､ 加朱添削やそれに類する ことを前提とした場合, 現実に指導できるのは ､ ある程度技法的に習熟した指

導者に限られるという ことで ある｡ 現状では, 小学校教員は原則的に全科を担当しており､ た とえ指導者自身が

習熟した技法を身につ けていなくとも, 学習の 目標や書写につ い ての基本的な考え方が分か っ て いれば, 的確な

学習指導が実践できるということを考えなければな らない ｡ 文字を手書きするこ とが ､ 基礎 t 基本の 一

つ である

と容認するの なら, す べ ての教員が取り組める方法を提示することが急務で あると考える｡

3 本研究 における役割分担

本研究は附属学校と大学､ そして公立学校との共同研究として行 っ た｡ そ の方向性と理論構築は荒井と加藤が､

附属世田谷小学校における研究授業を中村, 荒井と加藤が, それらの分析 ･ 考察およびモ デル プランの作成を松

本, 水株を含めた全員で , そして全体調整を荒井が行っ た｡

4 一附属世田谷小学校における実践

4 . 1 実践の概要

実践は共同研究者の
一

人で ある中村の勤務, 担任をする附属世田谷小学校 6 年 3 組を借りて行っ た｡ 概要は以

下の通りで ある ｡

( 1 ) 実施時期 平成1 7 年6 月
- 7 月

( 2 ) 単元名 筆使い と字形 (点画の つながりと字形の まとまり)

( 3 ) 授業回数 全 3 回

① ｢ い｣ ｢ に｣ を書く｡ (毛筆)

② ｢い｣ ｢ け｣ ｢ くに｣ を書く｡ ( 毛筆)

③ ｢池｣ ｢ 土地｣ を書くo (毛筆)

｢ この土地 には美しい池がある｣ を書く｡ ( 硬筆)

4 . 2 6 年 3 組の概況

担任の中村から見たクラスの状況で ある｡

｢子 どもにと っ て空気の ような存在で ある言葉に, まず気づいて ほしい｣ ｢ 毎日使っ て いながら､ そ の言葉がも

つ 不思議さや面白みに気づいてはしい｣ ､ それが担任としての願いで ある｡ 手どもに言葉を意識させ るような国語

の授業を何度か行っ て きた｡ そのせいか ､ 学級として は総じて ,
｢ あっ ､ そ の言い方おもしろい ! ｣ と感じられる

子 どもや ｢ へ え ､ そうなんだ｣ と素直に関心を寄せ られる子 どもが多い ｡

.
書写の授業もこの流れに位置づけて いる. いわゆる ｢お手本｣ にいかに近づける書き方がで きるか辛いう指導は

していない ｡ 自分の書いた字の どこをどの ように書き直していく ことがい いのか､ 子ども同士の学び合い を組織し,

お互 いの気付き合いの中から学習内容に迫れるような授業に取り組んできた ｡ そうした授業を通 して ､
｢な るほど､

だから文字の組み立て を理解する ことが大事なんだな｣ と納得しながら書き進められるよう にな っ た児童が増えつ

つ ある｡ また､ 書写の授業で学んだ書き方を, 日常の ノ ー

ト作りな どにも生かそうとし七きて い る｡

本単元で扱う ｢筆脈｣ の指導は, こうした本学級の児童にと っ て は新鮮な出会い であるとともに､ ｢な る はど｣ と

深く納得できる内容で ある と考える ｡
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5 学習指導案の 実際

5 . 1 第 1 時< 実践 1 > (担当 中村)

書写の用具 ･

用材､ 姿勢 ･ 執筆等を確認した後,
｢ い｣ ｢ に｣ を毛筆を用いて書写 した o 学習材 ( 手本) は特に

用意せず, て いねい に書くことだけを促した. こ こで集められた資料は､
.
< 実践 2 > の学習成果と比較 ･ 検討の

材料とした｡ (紙面の都合上､ 学習指導案は割愛する)

5 . 2 第 2 時< 実践 2 > (担当 荒井)

実際の学習指導案を掲出する｡

国語科学習指導案

授業者 荒井
一

浩

日 時 ･ 平成 1 7 年6 月 2 9 日 (水) 第 1 時限

学 年 第 6 学年 3 組 (児童数 3 8 名)

単元名 筆使い と字形 (点画の つながりと字形のまとまり)

1 . 単元 の学習目標

①書く ことに関心を持ち､ 課題意識をも っ て取り組む ことがで きる｡

②毛筆で点画の つながりを意識して書き, 字形の まとまりに気をつ けて書く ことがで きる｡

③毛筆で学習した ことを硬筆に生かして 書くこ とがで きる ｡

2 . 単元設定の 理由

高学年にな ると, 活動の場が広がり, 文章を書く場面も格段に増える ｡ 児童のノ ー

トの文字にも字形や形, 配

列に気をつ けて書かれて いない という傾向がみられる ｡ 高学年では ｢毛筆を使用 して点画の筆使いや文字の組み

立て方を理解しながら, 文字の字形 を整えて書くこ と｣ が学習目標とな っ てい る ｡ 毛筆で書き進める過程､
つ ま

りは点画の つ ながりを意識して書く
~
ことによ っ て, 字形にまとまりが出て , 日常に生きて働く書写力を育成する

ことができると考える｡

本単元で は, まずJ 低 ･ 中学年で学んで きた ｢ ひらがな｣ を､ つ ながりを意識して書くことで , 自分の平仮名

の字形のまとまりを振り返る
｡
また , そ の 書き進める過程の意識化を ｢ 漢字｣ にも応用 し､ ｢ 漢字｣ と ｢ ひら

がな｣ を調和させて書く ことによ っ て , 基礎 ･ 基本をさらに徹底して いく｡ また , 毛筆で学習したこ とを硬筆に

生かし, 日常に生かせる書写力ヘ とつなげる｡

3 . 学習指導計画(各 一 時間, 計三時間扱い)

①平仮名を書き進める過程を意識して書く ｡ (本時)

･ 平仮名 ｢ い｣ の点画の空間での つ ながりと字形の まとまりにつ いて考える｡

⊥ ｢ い｣ を毛筆で書き点画の空間での つ ながりを理解する｡

･ そ の他の平仮名 (｢ け｣ ｢ こ｣) にも応用 し､ 漢字 ｢池｣ に つ いて も考えてみ る｡

②漢字を書き進める過程を意識して書き, 硬筆 へ 生かす｡ (本時)

･ 平仮名で学習した筆脈 (空間での つながり) を漢字■｢池｣ に応用し, 字形の まとまりに つ い て考える ｡

･

･
｢池｣ を筆脈を意識して書く｡

･ そ の他の漢字 ｢地｣ にも応用し､ ｢土地｣ を点画の つ ながりを意識して書く｡'

･ 毛筆で学習した点画の つ ながりを硬筆に も生かして 書く ｡ ( ｢ この土地 には美しい池がある｣)

4 . 本時の学習指導

①目 標

･ 平仮名 ｢ い｣ の第 一

筆と第二 筆の空間での うながりと字形の まとまりの関係につ いて理解で きる.

･ 書く過程を意識して書く ことを､ 他の平仮名にも応用できる?

-
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②学習指導の展開

学 習 活 動 教師の支援(○支援 ●留意点) 評価の観点

導 ･ 前時の学習の確認 ●学習に向かう姿勢が整つ てい ることを ･ 前時の学習を想起 で

入 ･ 本時の目標の確認 確認するo きたか

展

開

気

･ ｢ い｣ の第
一

筆と第二 筆の位 ● 黒板に分解文字を使つ て , 第
一

筆と第 ･ 空間での つ ながりと

置関係な どを確認する 二 筆の 位置( 高さや傾き) を考える よう 字形の まとまりにつ

づ ･ そ の位置関係が何によ つ て に促すo
い て気づくこ とが で

く もたらされるのか考えるo ○空間で の つ な が りに つ い て気づ かせ

るo

きたか○

分

か

る

･ ｢ い｣ を机 の 上 で 指 書き ○みんなで声を出しながら , 指下書きを ･ 声を出し､ 全身を使

し, 書く過程(空間での つ な するように促すo
つ て書く ことができ

が り) を意識させ るo ●姿勢 . 執筆を確認するように促す○ たか○

･ 姿勢 . 執筆を確認する○ ○半紙を二等分し, まず二 回に書くよう ･ 積極的に姿勢 . 執筆

･ 指書きの リズム を生か して に促す○ を確認できたか○

｢ い｣ を毛 筆 で 書い て み ●次に下の位置に書くように促すo こ こ
･ 第 一 筆と第二筆の つ

る○ では隣の友人と
一 組にな り, お互い が ながりを意識して書

･ 友人の書く姿を観察し, そ 観察し合うよう にする○ そしてお互い けたか ○

れを自らの活動に生かすo
の空間での つながりにつ い て指摘し合 ･ 友人の活動をし つ か

･ 再度 , 書き進める過程を意 うように促すo りと観察する ことが

識して書く○ ○相互 の指摘を踏まえて , もう 二回書く できたか○

ように伝える○ ･ 字形のまとまりがと

れたか ○

広

げ

る

･ 平仮名で他に空間での つ な ○ ｢ は｣ ｢ に｣ ｢ け｣ など横につ なが る平 ･ 平仮名を見 つ ける こ

が りを意識して書いたらよ 仮名や ｢ こ｣ ｢た｣ な どの縦にうながる とができたか
○

い文字を考える○ 文字など自由に見うけるよう促す○

･ 分解文字をつ ながり

･ 分解文字 ｢ に｣ を組み立て ●分解文字の ｢ に｣ を各自に示 し, つ な を意識して組み立て

てみる○ が りを意識して組み立て てみるように られたか ○

･ 各自が組み立て た ｢ に｣ を 促す○ ･ 組み立てた文字と学

検討する○ ○ ｢ くに｣ の学習材を配布するo 習材の 文字を比較し

･ ｢ に｣ を つ ながりを意識して ●各自が組み立 てた ｢ に｣ と学習材の 相違点 .

課題点を見

書く○ ｢ に｣ を比較し, 相違を見つ けるよう い だせたかo

･ ｢ くに｣ をま とまりよく書 に促す○

･ 書き進める過程を意

く○ ○｢くに｣ を つ ながりを意識して書くように

促す.

●机間支援をして 問題点が解決で きるよ

う.
に促す○

識して書けたかo

終

局

振
･

評価カ ー ドに記入 し､ 学習 ●前回の試亭と比較して ､ 評価カ ー

ドに ･ 自らの 変容を意識で

り

近

る

成果を確認する o まとめるように促すo きたか ○

ま

と

め

る

･ 次時の 学習活 動を確認 す ●書き上 げた文字は ､ 書き進める過程を ･ 次時 ヘ の積極的な取

る○
′

意識す る こ とにより変わ つ て いく こ と り組み を意識できた

･ 次時の学習活動が本時の成 を理解するよう に促すo か
○

果を踏まえて展開され る こ

とを知るo

○片づ けを的確に進める よう促すo
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③評価

･ 平仮名 ｢ い｣ の第 一 筆と第二筆の空間での つ なが りを意識して書けたか ｡

･ 書く過程を意識して書く ことを, 他の平仮名にも応用 できたか ｡

5 . 3 第 3 時< 実践3 > (担当 加藤)

実際の学習指導案を掲出する ｡

国語科学習指導案

授業者 加藤泰弘

日 時 平成1 7 年 7 月 6 日 (水) 第 1 時限

学 年 第 6 学年3 組 ( 児童数3 8 名)

単元名 筆使いと字形 ( 点画の つ ながりと字形の まとまり)

1 . 単元の学習目標

① 書く ことに関心を持ち, 課題意識をも っ て取り組む ことがで きる｡

② 毛筆で点画の つ ながりを意識して書き, 字形の まとまりに気をつ けて書く ことが できる｡

③ 毛筆で学習した ことを硬筆に生かして書く ことができる｡

2 . 単元設定の理 由

高学年になると, 活動の 場が広がり, 文章を書く場面も格段に増える ｡ 児童のノ ー

トの 文字にも字形や形, 配

列に気をつ けて書かれていない という傾向がみられる｡ 高学年では ｢毛筆を使用して点画の筆使いや文字の組み

立て方を理解しながら ､ 文字の字形を整えて書く こと｣ が学習目標とな っ て い る｡ 毛筆で書き進める過程,
つ ま

りは点画の つながりを意識して書く ことによ っ て , 字形 にまとまりが出て , 日常に生きて働く書写力を育成する

ことができると考える｡

本単元で は､ まず, 低 ･ 中学年で学んできた ｢ ひらがな｣ を, つ ながりを意識して書く ことで , 自分の平仮名

の字形の まとまりを振り返える｡ また, そ の書き進める過程の 意識化を ｢ 漢字｣ にも応用し､ ｢ 漢字｣ と ｢ひら

がなJ を調和させて書く ことによ っ て , 基礎 ･ 基本をさらに徹底していく｡･ また, 毛筆で学習した ことを硬筆に

生かし, 日常に生かせる書写力ベ とつなげる ｡

3 . 学習指導計画(各
一 時間, 計三時間扱い)

①平仮名を書き進める過程を意識して書く｡

･ 平仮名 ｢ い｣ の点画の 空間での つなが りと字形の まとまりにつ いて考える ｡

･ ｢い｣ を毛筆で書き第 一

筆と第二筆の空間での つ ながりを理解する ｡

･ そ の他の平仮名 (｢ に｣) にも応用 し, 漢字 ｢池｣ に つ いて も考えて みる ｡

②漢字を書き進める過程を意識して書き,
~
硬筆 へ 生かす｡ ( 本時)

･ 平仮名で学習した筆脈 (空間での つながり) を漢字 ｢池｣ に応用し, 字形の まとまりにつ いて考える｡

･ ｢池｣ を筆脈を意識して書く ｡

･

そ の他の漢字 ｢地｣ にも応用し, ｢土地｣ を点画の つながりを意識して書く｡

･ 毛筆で学習した点画の つながりを硬筆にも生かして書く｡ ( ｢ こ の土地 には美しい池がある｣)

4 . 本時の学習指導

①目 標

･ 漢字 ｢ 池｣ の点画の つ ながりと字形の まとまりの関係につ いて理解で きる ｡

･ 書く過程を意識して書く ことを, 他の漢字 ｢ 地｣ に も応用で きる｡

･

毛筆で学習した点画の つなが りを硬筆にも生かして書ける ｡
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②学習指導の展開

学 習 活 動 教師の支援(○支援 ●留意点) . 評価の観点

導

入

･ 前時の学習の確認

･ 本時の 目標の確謬

●学習に向かう姿勢を確認するo
･ 前時の学習を想起で

○前時で , つ ながりを意識して ｢ い｣

｢ け｣ を書き, それが字形のまとまり

と関係があつ た ことを想起するように

促す○

きたかo

･ 本時の 目標を つ か も

○前回の学習を漢字に応用することを伝

える ○

う としたかo

展

･ 開

気

づ

く

･ 平仮名で の学習が漢字にも ● ｢ 池｣ の 分解文字(窟とつ くり) を各自に ･ 分解文字をつ ながり

応用できることを , 漢字 配布し､ つながりを意識して組み立て を意識して組み立て

｢池｣ を通 して具体的に気

づくo

てみるように促すo
られたか ○

分

か

る

･ 各自が組み立てた ｢池｣ を

○ ｢ 池｣ の学習材を配布するo ･ 組み立てた文字と学

●各自が組み立て た ｢池｣ と学習材の 習材の文字を比較し

検討する○

･ 点画 の つ なが りを意識して

｢ 池｣ を比較し, 相違を見つ けるよう 相違点､ 課題を見い

に促すo だせたか o

●半紙を二等分し, まず上の位置に書い
･ 点画の つ ながりを意

｢ 池｣ を毛 筆で 書 い て み てみるように促す○ 識 して書けたか○

るo ●次に下の位置に書くように促す○
こ こ ･ 友人の活動をし つ か

･ 友人の書く姿を観察し､ そ では隣の友人 と
一

組になり､ お互いに り観察するこ とが で

れを自らの活動に生かすo

･ 再度, 点画の つ ながりを意

観察し､ 点画の つ なが りにつ いて指摘 きたか ○

しあうように促す○ ･ 字形の まとまりが と

○相互 の指摘を踏まえ, もう 二枚書き, れたか ○

識して書く○ 一 枚まとめ
一

枚はまとめ書きとする ことを伝え

る○ るo

広

げ

る

･ 点画の つながりを ｢池｣ - ●黒板に分解文字を使つ て ,
｢土 ヘ ん｣ と

･ ｢池｣ ( さんずい) か

｢ 地｣ ( さんずい - 土 ヘ ん) ｢ 也｣ の位置を考えるように促す ら ｢地｣ (土 へ ん) に

に応用する○ ○学習材 ｢ 土地｣ を配布するo 応用で きたか

･ 点画の つながりを意

･ ｢ 地｣ の偏の形が . ノ点画の つ ● ｢地｣ を示 し, ｢土｣ と ｢ 土窟｣ の形の

ながりと関係の あるこ とに 違いは, 点画 の つながりが
一

つ の理由

気づくo

･ ｢土地｣ をつ ながりを意識し

とな つ て いる こ とを理解するよう促

すo

○ ｢土地｣ を つながりを意識して書くよ 識して書けたか○

て書く○ うに促すo また､ 机間支援をして問題
･ まとめ書きをする○ 点が解決できる ように促す○

○
一

枚まとめ書き とすることを伝える○

終

局

振

り

近

る

･ 書写力 - ドに記入し｣ 学習 ●前回の ｢池｣ と比較して , 書写力 -

ド
･ 自らの変容を意識で

結果を確認する にまとめるように促すo
/きたかこ

ま

･ 書写力
-

ドに ､ 毛筆で学習 ○毛筆で学習して きた ｢書き進める過程
･

毛筆で学習した こと

した点画 の つながりを硬筆 を意識する｣ ことを硬筆 へ 生かすよう を硬筆に生かすこと

と

め

る

に生か して書くo に促すd

●片付けを的確に進める ように起すo

が できたか o
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③評 価

･ 点画の つ ながりを意識して ｢ 池｣ を書き , 字形の まとまりに気をつ けて書けたか｡

･ 書く過程を意識して書く ことを､ 他の漢字 ｢地｣ にも応用 できたか o

･

毛筆で学習した点画の つ なが りを硬筆にも生かして書けたか｡

6 学習指導を通じて ､ 児童は何を学び､ 何を感じたか

6 ⊥ ト< 実践2 > 学習成果と自己評価カ
ー ドから

< 第 一 時の学習成果> < 第二時の学習成果> < 第二時の まとめ書き>

同
一 児童の学習成果を第 一 時と第二時とで 比較してみた｡ いずれ も第 一 筆から第二 筆 へ の点画の連続性の意識

が変わっ てい る様子が見て取れるで あろう ｡ 点画の つ ながりが実現する ことで , 字形その もの にまとまりが出て √

, .

自然な無理の ない運筆を感じる ことがで きる｡

< 実践2 > の終局において 自己評価カ ー

ドを記入させた ｡ 三択による三設問と 一 言感想である｡

◎ ○ △

< 設問 1 > 前の時間に書いたときと意識は変わりましたか 2 2 1 3 2

< 設問 2 > リズムよく書き進めることがで きましたか 1 3 2 2 3

< 設問 3 > 字形が まとま つ て きたと思い ますか 8 1 9 l l

この 結果をみると､ < 実践 1 > か ら< 実践 2 > へ の展開の中で意識が大きく変わ っ た者が約 6 割, ある程度変

わ っ た者を含めるとほぼ全員が意識の変化を感じ取っ てい るようだ｡ しか し, ｢ リズムよく｣ ｢ 字形の まとまり｣

と進むにつれ , そ の感じ方は弱くな っ てい る ｡ 点画の つながりを意識して書くことがあまり字形の まとまりに通

じてい ない と感じて いる生徒が約3 割いる ことは､ 今後の課題となろう｡

次に 一 言感想の 記述を載せ る｡ 下線を引いて ある感想は学習の目標に関わ っ た感想ととらえられるもの で ある ｡

思 っ て いたよりも､ きれい に書けて よか っ た｡ / いろいろと毛筆の コ ツ をつかめた｡

意識を変えて字を書くと, 意識によ っ て 上手にな っ たり, 下手 にな っ たりした ｡

う まくは書けなか っ たけれど, つ なげる字のや り方が良く分か っ た ｡ 楽しか っ たです｡

バ ランスがとれにくい ｡ / 前より､ 上達したと思いました｡ ありがとう ございました ｡

叩 からは, 気を仰ナて書きたい と
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思 います｡ / 字につ いて , とて も良く分かりました ｡ ありが とう ございます｡

前回より ｢ はね｣ の 角度な どに意識できた｡ / むずたの しい ｡ / 今さらながらですが ,
ぼくは字が下手です｡

字はむずかしい - -

､ と今さら気づいた｡ / 今日の 授業はとても楽しか っ たの で ,
また, 授業を受けたいです｡

書いていくうちにどんどん上手にな っ て い っ たと思うので よか っ たです｡ / 漢字が書きたか っ た ｡

上巳王立圭
_
し上⊥
_
二/
_
I:∫
_
む辻堂
_
呈し三上
_
三J
.
I:･
'
･ た主立三三二吐 ユ主立三ユ_ _ユ1｣_ ｣ 主吐 迎 1工; 呈むユた二__

高校の先生らしい授業だっ た｡ / はねがう まくい きませんで した｡

今日はよい経験にな りました｡ 卿
｢ に｣ が下手で した ｡ / ｢ い｣ をて いねい に書くなんてなか っ たので , 楽しか っ た｡

前の時間よりも ｢ はね｣ や ｢ とめ｣ がで きて きたので , よか っ たです｡

どうも､ うかせたときに, つ なが りが無くな っ て しまうの で ､ なお したい ｡

字の形 ､
/ 岬 た｡ / 漢字を書いて みたい です｡ / あまり, うまく書けませ んでした｡

つ ながりを意識する と, 字のバランスがよくな っ た o

｢ い｣ は確かに簡単で したが ,
｢くに｣ 卿

ハネからつ ながるの が難しか っ たです｡ ありがとう ござい ました｡

今日は, うながりという ことを意識して書写をや っ て, とて もう まく書けました !

この ごろは書写の時間が多くな っ たので , 前よりず っ と字がうまくな っ た. / あまりうまく書けません｡

習字は難しいけれ ど, すごく楽しい ! / や っ ぱり字をまとめる･ の は難しか っ た｡

毛筆は難しい ! けど楽しい ｡ / 少しうまくな っ た気がします｡

はねで つなが っ て いるけど､ 間を書くのが難しい です｡ / つ ながりがよくなりました ｡

6 . 2 < 実践 3 > での学習活動と書写力
ー ドから

黒板に文字の パ ー

ツ を貼り､ みんな で文

字の組み立て を考える ｡

編と寿の位置関係は ?

筆はどこを通るの だろう ?

偏 と葬の バ ランス を考えて分解文字を配

置して みる｡

自分で組み立て た もの を学習材と比較し

て みる｡
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< 池>

さんずいの三角目の方向は ?

点画の つながりを意識しながら, 葉の始

筆の位置を決める｡

し っ かりと学習材と見比べ る｡

まとめ書きを した学習成果と書写カ ー

ド｡

し っ か りとポイ ン トを押さえた学習が

で きただろうか ｡

書写力 -

ドで硬筆にも応用する｡

自己評価が大切だ｡

< 土地>

-

池
か

あ
る

こ

の

土

空
は

-
い

こ
の

十

･

'･.
.

I
,

･･‥
一

-

.

◆

毛
‡

で

の

革
F
t

を

辞
兼

に

生
か

し

て

呑
こ

う
.

r

.[
の

土

地
に

は
8
i

し
い

池

が
あ

る
)

< 書写力 - ド>

◆

4

己

挿
妬

1

筆
b

を

振
り

滞

ろ
う
.

受
ょ

く
で

き
た
) .

〇

‡

?
ヱ
､

△

宗
ん

ば

ろ
う
)

を
書

.こ
う
.

‡

写

カ

ー

ド

六

年

三

池

十

九
書

氏

名

｢池｣■の第三画を右上に高く抜くように､ ｢ 土地｣ の ｢ 地｣ の第三画も葬の第 一

画を意識して抜かれてい る｡ 書

写力 - ドでは ｢池｣ ｢地｣ の はか , 前時に行っ た ひらがなの ｢ こ｣ ｢ に｣ ｢ い｣ など つ ながりを意識して書く文字を

含んだ硬筆の課題も用意され ている
｡
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7 文字を書き進める過程を重視した学習のモデルプラン

｢ 2 文字を書き進める過程の重視に つ いて｣ で も触れたように, 指導者の側に高度な技量が備わ っ て いなくと

ち. 学習指導過程の骨格を的確に把握する ことによ っ て誰で もが
一

定の成果の上がる授業プラン を提示して いく

ことが大切だと考える｡ 今回の研究を通して作成した学習指導案の中から流れを抽出して以下に示す｡

;
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b
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:
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8 おわ りに - 公立小学校へ の展開に向けて一

今回の取り組みは ,
-T 定の成果をあげたので はないかと考えて いる ｡ 児童が残した学習成果を検討すれば､ そ

の変容は多くの面で指摘できるし, 書かれた感想からも､ 楽しんで取り組み , 結果として向上した自分を感じ取

っ て いるようだ｡

しかし, 今後展開すべ き課題は二 つ ある.
一

つ は ､ こう い っ た取り組みをしうかりと年間学習指導計画の中に

組み込み, 継続的に学習指導を重ねて いく ことで ある ｡ もう
一

つ は, 附属学校だけでなく､ 多くの学校､､ 児童,

生徒に取り
■組んで いただき､ 検証を重ね , よりよい学習プランを練っ て いく ことで ある . そ のためにも､ 次年度

以降, .公立学校の協力を仰ぎながら活動を広めて いきたい ｡
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